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幼児期から青年期にかけて衣服を選び，着る行為の変容（木戸他）

はじめに

何かを身にまとう行為だけ，あるいは衣服そ
のものの実用品としての機能だけに着目すると，
赤ん坊から老人（そして死者）までみな同じこ
とをしているように見える。だが，同じように
身にまとっているからといって，老人の衣服と
子どもの衣服は同じ意味合いで着られていると
言えるだろうか。近年では，衣服の実用的機能
だけではなく，他者との相互作用や自己を変化
させる機能が強調されている（菅原＋ cocoros
研究会 2010）。しかし，生まれたばかりの子ど

もが，このような対他的機能，対自的機能を理
解して衣服を選んでいるわけではない。また，
衣服そのものに，そのような性質が潜んでいる
わけでもない。衣服の対他的機能・対自的機能は，
「自然にいつのまにか」人々の生活に根深く取り
込まれ，あるいは人々のほうが巻き込まれてい
くと考えられる。では，どのようにして，人は，
衣服を自ら選択して着用するという行為を身に
つけていくのだろうか。ここでは価値づけの観
点から衣服を着るという行為について検討をお
こないたい。そのために，インタビュー調査に
おける語りのなかに立ち現れてくる価値観に着
目し，分析をおこなう。なお，本論ではよそお
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いに関する行動全般を能動的な人の行為として
扱うため，「衣」服を「着」るという意味の着衣
と呼び，女子学生の着衣の価値観の発達的変容
を明らかにする。

Ⅰ．問題

衣服は私たちにとっての「第二の皮膚（セカ
ンド・スキン）」である（Drake & Ford 1979）。
衣服と人の関係を探る心理学の領域の 1つに被
服心理学がある。被服心理学は，おもに外から
見える衣服が着用者の心理に及ぼす効果・影響
について研究する分野である（佐藤他 2009）。
被服心理学は社会心理学領域や社会学の立場
において展開され，個人特性との相関関係を検
討した調査研究や実験による印象形成の研究が
なされてきた。他方，より社会学的な観点を取
り入れた研究の文脈では，「化粧」「流行」といっ
た大きなテーマをマクロな視点からとらえる記
述的調査や，「保護」（温度変化や外的刺激から
体を守る），「慎み深さ」（身体が発する信号（性
的信号など）を抑制），「ディスプレイ」（社会的
地位，社会的背景，場面職業，役割を示す）な
ど文化的な共通性に注目したよそおいの意味が
検討されてきた（Morris 1977; 1991 など）。本
稿であつかうよそおいの取り込みに関して，流
行とメディアの接触との関連から，ファッショ
ン・ヘアスタイルといった一般的な流行では雑
誌メディアの影響が最大であるという結果を導
き出した中島（1998）はこの研究の例といえる。
先行研究において着衣を捉える場合，着衣に
関する個別の「要因」や「要因のうちどれがど
のくらい着衣に影響」するかについての検討は
なされてきた。これらの研究が一定の成果をあ
げる一方，高木修（2010）をはじめ，多くの研
究者が，衣服は，「外見」が観察される社会的文
脈，あるいは一層大きな文化的，歴史的文脈と
切り離して考えることはできないという指摘を

繰り返してきた。しかし，実際には着衣に関す
る事象が，社会的文脈，あるいは一層大きな文
化的，歴史的文脈のなかに具体的な相互作用を
生み出し「よそおい」を行うシステムを構成し
ていくかについての検討はまだ十分なされてい
ない。
そのため，本研究では発達心理学の潮流をく
む文化心理学の立場から服を着る人とその人を
取り巻く状況と価値観という包括的な観点から，
人々が「よそおい」の文脈として衣服を選び，
着る行為の意味の変遷を明らかにする。文化心
理学とは高次の精神機能に関心を向ける研究を
志向し，人の意志，意味の意図的な構築を扱う
心理学の領域のことである（Valsiner 2014）。つ
まり，ここでは文化心理学を採用することで，
着衣という文化を衣服という記号が媒介すると
考え，そこに付与される価値観を検討する。記
号と媒介の関係は，ヴィゴツキーの高次の精神
機能発達理論に由来する。これは，媒介には象
徴的なものだけではなく物理的なものも含まれ，
それが人の精神的・物理的な活動を組織し，継
続させることができるとする考え方である
（Stone & Wertsch 1984）。すなわち，従来個人
内のプロセスとして考えられがちであったある
スタイルの着衣を行うようになるプロセスは，
実は社会的な事態であり学習である。本研究で
は当事者とさまざまな人工物の相互作用として
この過程を扱うことで，衣文化を捉えていく。
衣服が社会生活を円滑に営む上での重要な社
会的道具（柏尾・箱井 2006）とするならば，
―よそおいが文化における価値や秩序を媒介
する人工物によって構成されるものであり，文
化の成員に共有・実践されることによって構成
されているものだとするならば―よそおいが，
人々の実践の中で協働的に創造され，継承され，
さらに改変されていくその状況を捉える必要が
ある（茂呂他 2012）。よそおいのように複数
の要素や要因が複雑に交錯する現象の理解に
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は，社会・文化的文脈における個人と社会・
文化の相互作用や発達の時間的経緯といった
多様性やダイナミズムを捉えようとするホリ
スティックな観点からのアプローチが適して
いる。それは，社会や文化が人の様々な活動
や生産物に対する優先順位を決定するからで
あ る（Solomon & Rabolt 2008）。本研究にお
けるアプローチは，よそおいを先験的な実体と
して捉えるのではなく，自己と状況の交渉の結
果として産出されるものとして捉える必要性
を示唆するものとして位置づけられる（有元 
2001）。
本研究では，文化としての衣服の取り込みに
ついて議論をするために，価値観の前景化を扱
う。発達的経緯の中での着衣の取り込みを価値
観のレベルから捉えることで，服を選び，着る
という行為における価値づけの変遷のダイナミ
ズムを把握することができると予測される。そ
のために，クリークモア（Creekmore 1966）の
被服に対する価値観の 8 つのタイプ（表 1）に
基づきながら議論をすすめる。クリークモアの
指標を採用した理由は，価値指標が観測定目録
として確立されている指標であり，被服心理学

の分野において広く研究に適用されているため
である。
本研究では，インタビュー調査を通してその
時その場所に生きる人々によってつくられる社
会構成的な現実（衣服の取り込みとその意味づ
け）を捉える。このようなアプローチをとるこ
とで，従来の研究との共通した知見とともに，
着衣の新たな側面が明らかにできると考えられ
る。

Ⅱ．目的

本研究の目的は，女子大学生にインタビュー
調査を行い，発達のプロセスと着衣に対する意
味づけの変遷がどのように連関しているかを明
らかにすることにある。その際，なるべく生活
的にも経済的にも自立しておらず，個人個人が
身を置く環境による差が大きくならない時期で
ある幼児期から青年期にかけての着衣の変遷に
着目し，衣服を着る人とその人を取り巻く社会・
文化的状況の中での着衣の意味の創造，継承，
改変について考察する。なお，研究対象時期を
幼児期から青年期に限定したのは，経済的状況

①芸術的 被服について美を願望し，美を尊重し，美に関心を抱き，追求する。

②経済的
被服の使用と選択について時間を，エネルギーを，そして金をかけることを好まない。倹約・質
素・実用・耐久などを重視する。

③探求的 被服を実験上の原材料として商品的に評価しようとする。変化・冒険・自由を重視する。
④政治的 被服を威厳，差別，リーダーシップのしるしとして使おうとする。権力・地位・名誉を重視する。
⑤宗教的 被服を象徴として精神的，道徳的な表現を強調する。

⑥感覚的
被服に対して暖かさ，涼しさ，滑らかさ，ぴったり身体に合うか，ゆったりしているかなどの快
適性を願望する。安全・保護・清潔・着心地などを重視する。

⑦社会的
着ている被服について他人がどう思っているかと他人に対して関心を抱く。他者の被服に対する
関心と同調するよう心がける。

⑧理論的
被服がなぜ使われるのか，被服はなぜ必要なのか，被服はなぜ満足を与えてくれるのかという理
由を知識として明らかにし，体系化したいと願望する。

表 1　被服に対する価値観の 8つのタイプ（Creekmore 1966）
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が研究参加者自身でコントロールできない時期
に，どのように親や友人と交渉 1）を行うかを明
らかにしたかったためである（本稿では，家庭
の経済的な状況は問わないこととした）。さらに，
研究参加者を女子大学生に限定したのは，第 1
に男性よりも女性の衣服の選択肢が多く一般的
に衣服に対する関心が高いためより多くの語り
を得ることができること，第 2に，インタビュ
アーが女性研究者であり，研究を実施する上で
の経験的な知識から女性を対象とした方がより
円滑にインタビュー調査を実施できるという理
由からである。

Ⅲ．方法

1．方法
研究参加者：大学生（女性）10名（19 から 22
歳：平均年齢 20.3 歳）
インタビュー手法：インタビューに際しては，
半構造化インタビュー法を採用した。
インタビュー時間：53 分から 75 分（平均時

間 62 分）
研究手続き：大学における授業内で着衣の選

択を発達心理学的に研究するためのインタ
ビュー調査として研究参加者を募った。インタ
ビューは，研究参加者の自発的な発話の程度に
応じつつ，個別に1度ずつ実施した。インタビュー
は，女性研究者 2人を中心に実施した。インタ
ビュー項目は，①着衣の変遷について（着衣の
変遷を，幼稚園・小学校・中学校など時期に分
けて語って頂く），②変遷のきっかけについて，
③選ばなかった衣服のジャンルやファッションに
ついて，④身体的な制約についての 4つの項目
であった。研究参加者からは，十分なインフォー
ムド・コンセントを得たこととプライバシーに配

1） 幼少期から青年期にかけては，衣服の選択・購入・
着用に際して他者からの承認がある程度必要とな
る場合がある。個人が承認を求め，認められるあ
るいは却下される過程を交渉と表現した。

慮して論文化することに承諾をとり，研究協力の
ための謝金として 1人につき 2000 円を支払った。
分析方法：インタビュー内容は事前に同意を
得たうえで，IC レコーダーに記録した。分析は，
得られたインタビューデータをトランスクリプ
ト化するところから始められ，補助資料として
調査者自身がメモをとった記録が用いられた。
分析の際には作成したトランスクリプトを 1次
資料とした。そして，調査者と研究参加者の対
話を切片化し，対話のまとまりごとにカード化
したものを 2次資料とした。
インタビューの全体の語りの中で，大学生活
における衣服との関わりも語られたが，分析で
は幼児期から青年期（高校卒業）までの期間に
限定した。これは，第 1に，研究参加者の実質
的な衣服選択と着衣のスタイルが大学生活のな
かでも持続していると判断されたこと，第 2に，
大学入学による生活形態の変化にともない経済
的環境の変容が起こっていることという 2つの
理由によるものである。特に，第 2の理由は全
体としての現象を捉えにくいものとしていたた
め，大学入学以降のデータは扱わないこととし
た。なお，研究参加者の経済的状況については
インタビュー中に直接問わないよう配慮した。
分析では，質問項目「①ファッションの変遷
について」を軸として 2次資料を時間的順序に
沿って並べ替えた上で，先述したクリークモア
の 8つの価値観のタイプに分類した。なお，実
際の分析において研究参加者の語りに現れてい
た価値観のタイプは，②経済的，③探求的，④
政治的，⑥感覚的，⑦社会的側面の 5つのタイ
プであったため，上記 5タイプに限定して議論
をおこなう。なお，カード化したデータの一部
を必要に応じて各時期の特徴を説明するための
引用として使用した。
最後に，分析結果の正確性を担保するための
検証作業として，分析完了後に研究対象者と同
じ属性をもつ新たな対象 1名に分析結果を提示
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し，結果の妥当性を確認した。この手続きは，
分析が母集団内部において異なる対象であった
場合にも共有できるか否か確認し，結果の正当
性を保証するために実施したものである。

2．結果
インタビューの分析結果は，幼稚園から小学
校・小学校から中学校・中学校から高校の 3つ
の時期区分にわけて提示する。よそおいには認
知的な発達だけではなく，社会文化的要素が強
く影響すると考えられる。ただし，時代性，地
域性や集団性によっても人の着衣の様式は異な
る。研究参加者においても，微細なずれがあっ
たため，必要に応じて異なる時の語りと判断さ
れたデータも用いて結果を提示する。以下では，
初めに各時期区分の特徴をまとめ，次いで各時
期に前景化された価値観のタイプ毎に，具体的
なエピソードを交えて幼児期から青年期までの
衣服に対する価値観の変遷を論じる。

（1）  与えられ・着せられる対象としての衣服（幼
児期から小学校）

幼児期から小学校にかけては，図 1に示した
ように経済・探求・感覚の 3つの価値が前景化
する。この時期の衣服を「与えられ・着せられ
る対象としての衣服」と名付けた。衣服ははじ
め主体的に着るものではなく，養育者などによっ
て客体として「着せられる」とものとして経験
される。経済については，親の経済的状況から

の影響が強く，こちらも受け身的な語りがなさ
れる。感覚が前景化するのは，この時期のみで
あり，着心地や機能性などに関する言及がなさ
れていた。そして，探求としてアニミズム的価
値観に基づき，何者かに擬態するための手段と
しての衣服に関するエピソードが語られていた。
政治・社会が前景化されていないのもこの時期
のみである。これは，衣服を着る時の価値がよ
り自己に向いていること，主体的に衣服を着用
するという意識が働いていないことを意味して
いると考えられた。

①  「経済」：子どもが着せられる衣服をめぐる社
会的パワー
「経済」について，子どもが着せられる衣服は，
家族の事情や財政状況により規定される。研究
参加者からは，自分でアクセサリーを作ってい
たというエピソードや，着なくなった服を「お
下がり」する家庭環境で育ったというエピソー
ドが得られている。こうしたエピソードを，子
どもが経験する「着せられる衣服をめぐる社会
的パワー」としてまとめた。ちなみに，参加者
4は既製品の服の色やデザインではなく，母親
に作ってもらった服が好きだったというエピ
ソードを語っていた。「お下がり」では，自分の
モノという感覚にはなりにくいため，敢えてそ
のように語っていたのかもしれない（引用 1：「お
母さんの手作りのが好き」）。

図 1．与えられ・着せられる対象としての衣服（幼児期から小学校）
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②「感覚」：衣服に対する違和感と受容
養育者が用意した衣服を積極的に受け入れる
場合と，自ら判断することなく受け入れる場合
がある。また，例え違和感がある場合でも与え
られた衣服を「そういうものだ」というあきら
めをもって着ている場合もある（引用 2：「好み
じゃなくても着せられていた」）。
しかし，やがてお気に入りの衣服や好みの衣

服ができてくると，本当は別の衣服が着たいと
いう気持ちや，人によっては女の子らしい衣服
が恥ずかしいと感じるようになり，最終的には
クローゼットの中から衣服を自分で選ぶように
なる。こうした過程を「衣服に対する違和感と
受容の過程」として特徴づけることができる。
衣服を自分で選ぶようになる過程には，2 つ
のパターンがある。第 1のパターンは養育者が

引用 1

引用 2から 5
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子どもに対して自分で選択するよう求めるパ
ターンであり，第 2のパターンは子どもが親が
出しておいた衣服を嫌がったり，自分で衣服を
勝手に出してきたりするというより自発的なパ
ターンである（引用 3：「フェミニンなのは恥ず
かしい」，引用 4：「母が選んだ衣服のなかのお
気に入り」）。
幼少期の着衣の好みには，特に色と機能性が
関係するようである。例えば，色に関して参加
者 4は，「明るいピンクとかそういうのも着てみ
たかったし。スカイブルーみたいな水色とかも
着てみたかった」と語っていた。ピンクやスカ
イブルーはいずれも女児に人気の色であり，こ
こにジェンダーの形成過程を垣間みることがで
きる。それと同時に，機能に関連して，着衣は
遊びという活動とも関連する。引用 5は，女児
の遊びと衣服の機能性のズレの典型的な語りだ
と捉えられる（引用 5：「バレエだけでフリフリ
は充分」）。

③衣服に対する違和感解消への動き
衣服に対する好みや，親から着させられるも
のとの違和感が強くなり，手持ちの服から選ぶ
だけでは対応しきれなくなると，養育者との交
渉の末に自分自身の望む衣服を購入してもらう
ようになる人もいた（引用 6：「一度だけ着たい
服を買ってもらう」，引用 7：「同じ服の子とか
ぶるのが嫌」）。これを，「衣服に対する違和感解
消への動き」と呼ぶ。

④「探求」：何かになるものとしての衣服
幼い頃には，服が変身願望を充足させるため
の機能を持つこともあるようである。例えば，
参加者 8はハロウィンに母親が準備していたき
れいなコスチュームではなく，「タヌキ」になる
ことを選んでいる（引用 8）。参加者 7は日常生
活において「キュウリ」になりたがり，養育者
の制止をふりきって上下緑色の服を着て「キュ
ウリっぽくて良いじゃんって言った。」というエ
ピソードを語っていた。このように子どもにとっ
て，服はアニミズム的な遊びシステムの機能を

引用 6から 7
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はたしている。そのため，こうしたシステムを「何
かになるものとしての衣服」と特徴づけた。探
求は，中学校から高校においても前景化するが，
そこでの探求は，制服という制約があるなかで
の自分らしさの表現の探求であり，変身願望の
充足という意味での探求とは質が異なる。

（2）  われわれ意識を支える衣服（小学校から中
学校）

小学校から中学校にかけては，社会・政治・
経済的価値が前景化する。特に「経済」面にお
いては，次第に（経済的にはまだ自立していな
いため，実際には養育者が主に衣服購入の担い
手であるものの）自立的な衣服選択へと向かう
様子が伺える。また，社会的価値においては，
学校集団の規範が強く認識されており，学校集
団の内的な規範のなかで，試行錯誤しながら衣
服選択をしている様子が伺える。ここでは，社会・
政治・経済の順に，エピソードを記述していく。

①「社会」：集団規範に基づく衣服選択
子どもにとって，学校という集団との出会い
は，家族以外の集団における潜在的な規範に従
うこととつながる。引用 9では，小学校で集団
の規範から外れず，かつ目立たないことが，衣

服選択において重要であるという事実が語られ
ている。こうした集団的な規範に沿った衣服を
選択するのは早い場合には，幼稚園のころから
そうした傾向があると語っていた参加者もいた。
また，参加者 4は「中学校に制服で目立つって
いうのが嫌だった。」と語っていた。こうした語
りは，集団という社会システムにおける友人関
係の形成と衣服選択に関して集団から浮かない
ようにするという知見（高木麻未 2010 など）と
一致する（引用 9：「小学校で浮かない感じにし
たいけど，ダサいのもイヤ」）。これらを，「集団
規範に基づく衣服選択」とした。

②おしゃれをする他者との出会い
小学校から中学校にかけて社会性が広がるこ
の時期は，新たな出会いを経験する時期でもあ
る。その中で，おしゃれをする他者と出会うこ
ともある。同時に，ティーンエイジャーに差し
掛かる年齢となりファッション雑誌も新たな情
報源になる。引用 10 では，参加者が周りの子の
変化を知覚したエピソードが語られている。友
達集団の中での流行について，参加者 9は「服
やデザインがどうこうっていうよりは，好きな
ブランドだったらもういいみたいな感じ」と述
べ，ブランドの価値観を取り込んでいたと語っ

引用 8

図 2．われわれ意識を支える衣服（小学校から中学校）
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ていた（引用 10：手紙交換組の子が 1500 円の
ピンをつけてオシャレする）。
子どもたちが社会的な価値観を取り込むかど
うかは，養育者の教育の影響が影響することも
ある（引用 11：「親の影響で小学校で派手な服
はちょっと違うと思う」）。また，参加する活動
によっても異なる。外で遊ぶ活動／集団に参加
するか，雑誌を読み，可愛い衣服を着て見せ合
う活動／集団に参加するかによる。後者を選択
した場合に参加者 3は，「『これ，どこどこで買っ

たんだ』とか。雑誌とか見て，『何々ちゃん，か
わいいよね』って言って。そういう雑誌があるっ
て存在を知って。自分もみたいな。」というよう
になったというエピソードを語っていた（引用
12：雑誌の中の一部を真似る）。ただし，この時
期は予算として使えるお金が限られているので，
欲しい物や必要なものをそれぞれに工夫して取
り込むことが必要となる。

引用 9

引用 10 から 12
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③遊びとしてのファッション
衣服をモノとして手に入れた，または身につ
けた結果ではなく，その過程を他者と共有する
楽しみが，ファッションとしての衣服の価値を
高めることがある。衣服の選択ではないが，参
加者 2はネイルを塗るという未知の体験や化粧
が遊びとして機能していたと語っていた。参加
者 8は，一緒に買い物にいくという行為が遊び
とみなされることに戸惑いを感じたエピソード
を次のように語っていた（引用 13：「服を買う
のが遊びだと知る」）。
遊びとしてのファッションの取り込みは特に，
量販店や古着屋など，少ない予算でやりくりし
ながら楽しむ選択肢が増えることで拡大する。
遊びとしてのよそおいの価値は，後に他に優先
すべき価値が出てきたとき，前景化しなくなる
が，たとえ遊びとしてのファッションが機能し

なくなっても他者との関係の構築や，適切な代
替的衣服への切り替えが困難な場合には「引き
返せなさ」が本人の衣服の選択を制約すること
もある（引用 14：「活動の優先順位が変わる」，
引用 15：「いまさら引き返せない」）。

④失敗による最低ラインの調整
遊びや優等感で衣類を探索するのは，ファッ
ションをゲームとして楽しむ価値観に基づく。
研究参加者は，ファッションという名のゲーム
に積極的に参加し，その世界を探索に値するモ
ノだと感じ，探索することで自己効力感を得て
いるのである。他方で，所属する（したいと思っ
ている）集団からの拒絶や批判（をされないこと）
が着衣の選択の動機になることがある。引用 16
として，衣服の選択に失敗することで，衣服に
ついて嫌が応でも関心を向けざるを得なくなる

引用 13から 15
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という例もある（引用 16：タイツで学校に行く）。
本人が実際に失敗していない場合にも，他者
のよそおいについての噂話が着衣への関心を向
けるための重要な要素となることもある。引用
23 で挙げたのは，大学生になってからの語りで
あるが，彼女は周りの発話を通して友達コミュ
ニティ内での衣服着用のルールを知ることと
なった。ルールや本人の失敗が直接的な原因で
はなかったとしても，スカートめくりが流行る
と恥ずかしい思いをすることが嫌でズボンをは
き始める（参加者 8）など，その集団の中で居
心地の良くない衣服は選択されなくなる。さら
に，参加者 1 が「高そうな細い肩の紐とかの，
女の子っぽいの（衣服）着ている人には，話し
かけづらかった」と語っていたように，選択す
る衣服のジャンルは対人関係にも影響する。

⑤「政治」：優等感としてのファッション
政治的価値の 1つ目として，優等感としての
ファッションが挙げられる。遊びとしてのファッ
ションを経験すると，雑誌に載っているような
ファッションに関心を持つ子どもも増えてくる。
多くの子どもたちにとって重要なのは，衣服そ
のものではなく，ブランドであることもある。
他人との比較において，特定のブランドのロゴ
マークが入っていることを好む，もしくは，ブ
ランドを持つことに優等感を感じる，購入して

もらった衣服を自慢するといった現象が認めら
れる。子どもたちはブランドで身を包んでいる
度合いを競い，相手よりも優位に立とうとする
（引用 17：ブランドのマークが入っていると優
等感）。なお，これは他者との差異化を測ること
が重視される行動であり，基本的にはお互いに
真似し合うことはない（引用 18：買った服は見
せ合うが真似はしない）。

⑥身体という拘束と衣服選択
政治的価値の 2つ目として，身体の問題が挙
げられる。たとえ遊びであったとしても，衣服
は自己像や身体性の基盤から独立したモノとは
なりえない。このころになると，自分の身体を
顧みて特定の衣服が選択されたり，されなくなっ
たりという現象が起こり始める。たとえば，参
加者 2は「ゴスロリ（ゴシック・ロリータ）は
かわいい子が着るものなので，自分は着ない」
と語ったし，参加者 4は「脚を出すのがいやに
なった」と語っていた。こうした現象は他者と
の比較の上に成り立っており，特に制服という
揃いの衣服を着る事とその見栄えによって同一
性と差異化が起こると考えられる（引用 19：ご
めん脚は出せないな）。

引用 16
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⑦「経済」：養育者同伴の衣服選択
この時期には，養育者から与えられた衣服を
着ていた段階から徐々に自分で選ぶように衣服
選択行動が変化する。その変化は，着衣を選ぶ
行動の偏りから，結果的に，養育者の行動の変
化を引き起こす場合もある（引用 20：結果的に
衣服を自分で選ぶようになる）。
より一般的な観点から捉えると，衣服を選ぶ
過程は，状況論的アプローチ（レイヴ＆ウェン
ガー 1993）で指摘されてきた過程に沿うもので
ある。最初のころは，衣服の選択はすべて養育
者にゆだねられる周辺的参加の段階であるが，
徐々に選択権が子どもに委譲されていく。その
間には，準拠枠が養育者から離れるにしたがっ

て，例えば，養育者が不適切であると考えるよ
うな衣服（着丈の短いズボンやミニスカートな
ど）を自ら選択し，着用することによって，養
育者の許容範囲を超えていくという語りも見受
けられる。子どもは，最初のころは家の中で着
る衣服を選べるようになり，次に日常的に外で
着る服を，そして徐々に広い社会・文化的文脈
において服を選ぶ権利が委譲されるようになっ
ていく。
他方で，先に挙げたように，衣服を選ぶ権利
の委譲が行われた後でも，養育者の価値観が取
り込まれていることもある。これに関しては，
尾田他（2003）の研究から，娘世代では外面的
おしゃれなほど，母世代では内面的おしゃれな

引用 17から 18

引用 19
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ほど高く価値づけられるものの，おしゃれ志向
及びジェンダー・パーソナリティについては母
から娘に継承するということが確認されている。

⑧自立的な衣服選択への動き
前述のような選択権の委譲は，子どもの側か
らの働きかけによって起こることもある。例え
ば，親の反対を押し切って自分の欲しい衣服を
買うことなどである（引用 21：「親に反対され
ながら短いズボンを買いに行く」）。衣服の例で
はないが，ファッションの一環として親に注意
されるかもしれないと思いながらも「ドキドキ
しながらマニキュアを塗る（参加者 2）」という
者もいた。このように試行錯誤しながら子ども
は自立的な衣服選択を行うようになっていく。

（3）  社会のなかで自分らしさを保つ為の着衣
（中学校から高校）
中学校から高校にかけては，衣服がファッショ
ンとして捉えられるようになってくる。特に，「政

治」面においてブランドから脱却からの動き，「社
会」面においてブランドからの以降がなされ，
着衣の自立的選択過程が伺える。ここでは，政治・
探求・社会の順にエピソードを記述していく。
なお，経済については直接的な言及がないが全
体として捉えられたものであるため，記述を省
くこととした。

①「政治」：ブランドからの脱却の動き
中学校になると，以前のままのブランド志向
が続くのではなく，別の志向に変化することも
ある。その変化にも友達や他者など，社会を形
成している人々が関わっている。例えば，姉妹
や従姉妹のような年上の人や目標となる集団の
変化が服飾の嗜好性に変化をもたらすこともあ
る（引用 22：「従姉妹に原宿に連れて行っても
らう」，引用 23：「美大生のイメージに合わせて
服を変える」）。ここで，ブランドからの脱却と
したのは，以下の 2つの理由による。第 1に，2．
われわれ意識を支える衣服（小学校から中学校）

引用 20

引用 21

図 3．社会のなかで自分らしさを保つ為の着衣（中学校から高校）
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の時期の「ブランド」が特定の社会集団として
のドミナントなブランドであったのに対して，
ここではより個性化を求めていた。第 2に，お
姉さんへの憧れや美大生のイメージを持つこと
で，ブランドよりも特定のイメージに近づくた
めの着衣の選択がなされていた。こうした意識
は，より主体的で自覚的な着衣の選択を促すこ
とにつながると考えられる。

②  「探求」：制服によるファッションへの多様な
影響
他方で，中学校・高校では，制服の着用が義
務づけられていることもある。この場合に，
ファッションという意味では制約が与えられる
ことになる。ただし，制服による制約は，「制服
なので，服を気にしなくなる（参加者 4）」とい
うように衣服の選択をする必要がなくなるとい
う意味で捉えられる場合もあれば，課せられた
制約の中で，いかにおしゃれをするかという意
味で制約を楽しむように捉えられる場合もある。
例えば，引用 24 は，制約の中でのこだわりを制

服を着用する際の靴下の規定が「白を基調とし
ていること」だったことから，靴下の長さ，た
わみ具合い，ワンポイントの刺繍などにこだわっ
ていたと研究参加者が語っていた。 

③「社会」：身だしなみとしてのファッション
年齢が上昇すると，女性は「オシャレ」に興
味があるか否かにかかわらず，社会からの要請
が身だしなみとしてファッション感覚を身につ
けるようにと変化することがある。また，養育
者のスキャフォールディングにより，自分で衣
服を選択する必要が高まる。ファッション行動
の消極的参加者であるメンバーも服を買ったり
「やっておかないといざという時に困るだろう
（参加者 8）」という前提に基づいて化粧の練習
をしたりという必要性に迫られる。

④ブランドからの移行
この時期には，ブランドものをもつよりも，
服を安く購入することがファッション行動を動
機づける場合がある。必要な服を安く購入する

引用 22から 23

引用 24
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ことが，衣服を買う新たな楽しみとして認識さ
れることもある。

⑤  ファッションを介した他者とのコミュニケー
ション
この時期以降，着衣のオプションとしてファッ
ションの幅が広がる。着衣の範疇を超えるが，
例えば社会的関わりの応用的展開として，コミュ
ニケーションツールとしてファッションアイテ
ムとして化粧やアクセサリーが認識され，使用
される場合もある。例えば，安いアクセサリー
を交換して遊ぶ（参加者 2），髪の毛を染める（参
加者 1）などがそれにあたる。また，高校時代
に留学経験がある研究参加者は，敢えてコミュ
ニケーションを促進するために日本人らしい着
衣を選択していたとも語っていた（引用 25：コ
ミュニケーションのきっかけになる服を選ぶ） 

3．考察
本研究では，女子大学生を対象にインタビュー
を行い，発達的経緯の中で着衣と個人の関わり
方は各々が存在する状況の下で社会的に構成さ
れているものと考え，インタビューでの語りを
もとに分析をおこなった。
結果の概要は，図 4のように整理される。着
衣の変容過程について個人の発達と衣服に対す
る価値観を掛け合わせて考えた場合，必ずしも
衣服はファッションとしてのみ取り込まれてい
るのではないことがわかる。衣服の取り込みに
関わる価値観は発達とともに，個人志向的でア
ニミズム的傾向から社会的，政治的な傾向へと

変容していく。こうした価値観の変遷は，幼稚
園時代においては，幼児期から児童期にかけて
の自我の芽生え，脱中心化や遊びの過程と関連
づけて考えることができる。小学校時代には本
人の所属集団内部の規範や役割によって着衣が
決定され，中学校時代には，社会的価値観から
一歩進み，政治的価値観も含めた中での衣服選
択が行われるようになる。その間，小学校から
中学校にかけて，家族と調査協力者の相互作用
において衣服選択の自立過程と捉えられるよう
な権利の委譲がおこる。この期間に調査協力者
たちは自分たちで衣服を選択し，購入するとい
う行動を身につけるようになっていくのである。
なお，全ての時期区分において空白となってい
る価値観は，それらの価値観がないことを意味
しているのではない。むしろ，個人にとって明
確に立ち現れていないということを示している
のである。
本研究の結果からいわゆるファッションとし
ての着衣という文化が形成されるのは，少なく
とも女性に限っていえば，能動的な着衣選択が
開始される小学校高学年から中学校にかけてだ
と考えられる。自己の身体性・社会性・ファッショ
ン性が一体となり，個人にとって自己を組織化
し，社会に向けて発信するためのファッション
が行為として形成されるのである。本研究の研
究参加者数は 10 名と少数であり，また，女性の
みに限られている。そのため，調査結果の一般
化について限界はあるが，着衣は個人と他者，
そして世界の関係性をつくるための接合面とし
て理解することができる。

引用 25
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なお，本研究に一貫する視点として，個人の
選択に重きをおいてきた。誰に強制されたので
はなく，自分自身の基準において着衣を選択す
ることで，媒介としての衣服－モノ－が拡張自
己の一部となる。即ち，自分自身が選び身につ
ける過程において自己のイメージに適合してい
る衣服が選ばれ，自己の貴重な所有物として拡
張自己をつくることになる。本人がこだわって
選んだ服だからこそ，自分の一部になるのであ
る（神山 2011）。それは，よそおいを文化とみ
なす本論の立場において，着衣が特定の価値を
担う（value-laden）行為と捉えられるからであ
る（Valsiner 2007）。
ここでは，女子学生を研究参加者としてイン
タビューを行ったが，現実社会において個人の
着衣を生成し維持するためには，個人の周りに
あるリソースと状況を考慮にいれる必要がある
と考えられる。多くの場合に，リソースと状況
を支える社会的構造を作り出すのは，雑誌など
のメディア，家族や友人といった他者の存在で
ある。リソースである衣服は物理空間上では，
それぞれ単に商品として布置されているにすぎ
ない。しかし，全ての衣服に均質にアクセスが
できるわけではない。そこには，衣服の記号的
性質が影響を与える。年齢にふさわしい服，状
況にふさわしい服など，衣服選択の現実的場面
にはさまざまな意味での壁や促進／抑制メカニ
ズム，すなわち社会的構造がある。養育者と衣
服を買いに行く場合には決して選ばれないタイ
プの衣服が，友達との遊びとして衣服を買いに
行く場合には選択されることがある。個人の好
みのような単に内的に志向されるものでも，社
会的に好ましい服という単に外的に志向される
ものでもなく，衣服選択を支える社会的構造の
活動の下支えのもとで着衣の実践が可能になる。
実際に，発達の中で，ある社会的構造Aに巻
き込まれている人にとって，服は親に着せられ
るものであり，別の社会的構造 Bに巻き込まれ

図
4．
発
達
に
お
け
る
着
衣
の
変
遷
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ている人には，自分の優位さを示すものであり，
社会的構造 Cに巻き込まれている人には，保温
やマナー以上の何物でもなく，また社会的構造
Dに巻き込まれている人には，それ自体がコミュ
ニケーションのツールであった。発達を通して，
ある個人は事象，対象，人，そして記号と相互
作用をする（Zittoun 2006）。その中で，記号的
要素に意味づけがなされ，それが個人にとって
変容（transition）となる。内化が個人にとって
独自の結果となり，それが個人の文化を形成す
ることとなる（Valsiner 1998）。本研究からは，
それぞれの価値と意味を下支えするものを社会
的構造として捉えることで，語られた内容は説
明されると考えられた。
個人にとって最小限の自分の所有物であり，
自分で選択できるものであり，自分のモノとし
て意味を持つ。より具体的には，園児にとって
園の多くのおもちゃは共有のモノかもしれない
が，自分の衣服は（幼稚園から家まで連続する）
「自分だけのモノ」である。また，着る側も，着
て運動する主体として，その肌触りや運動可能
性が大きな意味をもつし，ある場面においてあ
る活動をする場合に，衣服が自分のしたいこと
を妨害するものでは好ましくない。それだけで
はなく，着衣は社会的なものでもある。人は，
鏡や他者の目を通して，その服を着た自らと他
者を眺めて比較する客体でもある。そして，他
者を参照して適切な着衣行動をさぐるのと同時
に，自分の着ている服がその集団における服の
基準を構成するという相互刺激も起こりうる。
問題において論じたように，従来の被服心理
学の理論では，衣服の持つ機能についてさまざ
まな説明がなされていた。しかし，そうした理
論ではそれらの機能が個々人の中で実際にどの
ように動的に働いているかについての十分な説
明をしてこなかった。それに対して，本研究で
は他の人から衣服を褒められることによって，
本人が嬉しいと感じ，また，他の人の衣服を参

照し，良いと思うことで，自分もそれを取り入
れるという一連のメカニズムや，他の人が第三
者の衣服の悪口をいうのを聞いたり，自分自身
が失敗したりするなどといった日常的な経験の
ダイナミズムを通して，発達の中で着衣に関す
るさまざまな社会的構造を示した。
これらは，本研究の成果だといえるだろう。
ただし，本研究で取り上げた社会的構造が，人
の着衣に関する社会的構造のすべてであるとい
うわけではない。衣服は媒介であり，人は，媒
介物を自由に使う生き物である。いずれ今は想
像もつかない社会的構造を形成し，そのなかで
服を楽しむということもありうる。本研究は装
う当事者としての経験を扱ったが，続く研究で
は，養育者の視点を取り込み，身体発達を含む
問題として子どもの着衣の質的な変化がいかに
生じているかについて問いたい。さらに，大学
入学後の発達過程において経済的に自立するこ
とにより経済的事情が変容した場合に装いがど
のように変容するかについてもデータを得た上
で，掘り下げた考察を行いたい。
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The Meaning of Transitional Acts in Selecting and 
Wearing Clothing: Research through Interviews with 

Female University Students
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This study explored how women select their clothing in what it means in their developmental 
process.  Ten female university students participated in the researcher’s investigative interview.  
The purpose was to clarify the meaning of transitional acts in selecting and wearing clothing from 
their childhood to adolescence.  The analysis focused on a complete picture of people who wear 
clothes and the socio-cultural context surrounding them, based on the aspects of creation, 
succession, and alternation of clothing.  These results indicate that the qualitative turn of clothing 
is related to their daily experiences and how they systematize those experiences.

Key Words :   Clothing psychology, Cultural psychology, semi-structured interview
RITSUMEIKAN JOURNAL OF HUMAN SCIENCES，No.32，85-103，2015.


